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【地域連携ＨＡＣＣＰ導入実証事業とは】

国際的な基準を定めているコーデックス委員会が示
すＨＡＣＣＰの７原則１２手順について、柔軟性の考え
方も踏まえたＨＡＣＣＰ導入の具体的事例を積み重ね、
ＨＡＣＣＰを全国的に普及していくため、コンサルタント
事業者、食品関係団体、自治体等が連携して支援を
行うものです。
この事業では、食品等事業者において主体的にＨＡ
ＣＣＰが導入される過程、そこで明らかになった課題や
解決策等をまとめた事例集を作成し、食品等事業者や
自治体がＨＡＣＣＰ導入を促進していく際の一助とする。
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【事業の内容】
１ 製造施設での現場確認（広島市、コンサル）

製造施設への立入を１回／月以上行い、製造

現場における問題点の改善等について指導を行う。

２ 検査（広島市、コンサル）

衛生状態の客観的な指標として、製品検査及び

施設・設備の拭取り検査等を適宜行う。

３ 衛生講習会の実施（コンサル）

講習会を定期的に行い、衛生意識の向上を図る。



４ 検討会議の開催
⑴ 参加者
対象事業者、コンサルタント事業者、
行政（中国四国厚生局、広島県、広島市）
※中国地方の他自治体はオブザーバー参加

⑵ 内容
ＨＡＣＣＰを導入するにあたっての課題、対応策
の検討を行う。
⑶ 実施回数
３回（７月、１２月、３月）

５ アンケート調査（広島市）
従事者に対しアンケート調査を行い、ＨＡＣＣＰ導入
過程における従事者の意識の変化や課題等につい
て調査を行う。



【そうざい製造業Ａ】（Ａチーム）

１ 創業

明治34年（1901年）
２ 業種

そうざい製造業（肉じゃが）

３ 従事者数

350人
４ 製造数量

約3,000食／日
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【加工水産物製造業Ｂ】（Ｂチーム）

１ 創業

明治41年（1908年）
２ 業種

加工水産物製造業（とろろ昆布）

３ 従事者数

50人
４ 製造数量

約7,000袋／日



漬前場
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中間製品置き場

切削機及び詰合せ場


